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1.はじめに
数回にわたって私は， 1779年 9 月から 10月にかけての『エディンパラ・イーヴニング・クー
ラント EdinburghEvening Courant j (以下単に『クーラント j と略称する)の記事を紹介して
(1) 
きた。その最後にあたる今回，おそらくはジェイムズ・ステュアート(James Steuart, 1713-
1780) の筆になるものと推定される， 1779年10月 4 日付け『クーラント J の蒸留業関係記事を
紹介して，ステュアートをめぐる蒸留業関係記事の考察にひと区切りをつけたい。




の表題は，従来使用されてきたような，‘Observationson the state of the distillery and brewｭ
ery' などではなく，今日でもよく見られる新聞雑誌の編集者に対する寄稿であるから，それは，
'For the Edinburgh Evening Courant' (rエデインパラ・イーヴニング・クーラント』へ)とす
るのが妥当で、あることだけを指摘して，まず，技術的なことを述べておこう。
仔細に見ると，この記事の著者がコメントを加えている 8 つの「示唆J は，必ずしも 9 月 27
(1) 拙稿fI779年のスコットランド蒸留業問題をめぐる若干の新聞記事について一一晩年のジェイ
ムズ・ステュアートと内国消費税問題一一J r産業と経済.1 14-2 , 1999年 9 月， rrエディンパラ・
イーヴニング・クーラント』における J. ステュアートの小論についてJ r産業と経済.1 14-3/4, 
2000年 3 月， rrエデインパラ・イーヴニング・クーラント』における蒸留業関係記事J r産業と経






さて，本稿で紹介する記事の著者の問題を棚上げにしても，その前後，つまり， 1779年 9 月









るという点について，著者は 9 月 27 日号の著者に賛同するが，他方で，そうした大蒸留業者が，
製造者として特権を持つような事態が生ずると，価格の国定化への懸念があるとして，従来，
































<r同誌j No. 9517, 1779年10月 4 日，月曜日>







































( 2 ) rこれらの諸規制は，その市場に多数の大規模な蒸留業者五競争者として登場させるのだか
ら，大麦をめぐる競争を減少させるどころか，増大させる傾向を持つ。 J という個所と， r材料が
使用される前に麦芽に転換される必要があるのだがら，小さな交易人<営業者>たちが，農業者






































( 5 ) 
で，彼ら<小蒸留業者>にヲ|けをとったことは決してなかったのであった。 J，と。ここでの見




























しかも妥当な利潤 reasonable profit があったのだが，不幸にしてわれわれが大蒸留業者たちの
くびきの下に入れば，いまわしい飲み物，さらにまたオランダのジンやフランスのブランデー
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人に与えることについて，助言を求めてみるように，この人に忠告されてもよい。













第 7 に，著者が提案するのは， rこれまでこの国中の小さな蒸留業者たちによって，自分たち
の家畜用に穀物を供給されていた人々は，今では，ある程度は彼の大麦に対する一部支払いと
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